
　獨協大学を会場に4年ぶりに
開催され、約4000人が参加。
様々な国の料理や音楽、ダンス
衣装体験や小物の販売の他、同
大学の学生によるけずり絵やフ
ェアトレードカフェのブースも
出店。来場者は外国籍の皆さん
との交流を楽しみました。　　

6月かどまちごとでき

　草加高校文芸部・演劇部が企画したオリジナルミステリーに約80
人の小学生が挑戦しました。かぐや姫を基にしたリアル謎解きゲー
ムをチームで協力しあい、全員が謎を解明しました。

関東大震災から100年
改めて災害を考えてみませんか
　講師は日本災害情報学会副会長で
国士舘大学教授の山崎登
氏。震災の際に命を守るた
めの方法を学びます。
■会場　中央公民館
■定員　350人

ω7月6日㈭から市電子申請サービス
（QRコード）または
危機管理課へ。☎922-
0614Ü922-6591

■対象　市内在住·在勤·在学者、
市内の公共施設等で活動する市民
団体等に属する人及び栃木県大田
原市または福島県昭和村在住者
■部門・要件
　いずれも400字詰め原稿用紙
で、小説（3～30枚相当）、児童
文学（5～10枚）、評論（5～15枚
相当）、随筆(3～5枚)、自由詩(30
行以内)。短歌・俳句・川柳は各5
首・句以内。カット絵ははがき版
～A5版で点数制限なし（掲載は
白黒）。
※未発表作品に限る。小・中学生の
評論、小学生の随筆は応募不可。

草加市で何かを始めたい人へ
　岐阜県柳ヶ瀬で商店街のリノベ
ーションやマーケットの開催な
ど、自治体や学生、クリエイター
などのつながりや連携を深めなが
ら様々なプロジェクトを手掛ける
建築家の末永三樹氏を招いた講演
会を行います。末永さん自身の暮
らしや手掛けた事業の話
を通じて、何かを始める
ヒントを見つけてみませ
んか。
■会場　谷塚文化センター
■定員　100人

ω8月14日㈪までに申込フォ
ーム（QRコード）または
産業振興課へ。
☎922-0839
Ü922-3406

あなたの作品を待っています
ω9月8日㈮（消印有効）まで
に作品に応募部門、題名、氏
名（本名・ふりがな）、ペン
ネーム、年齢、住所、電話番
号、所属団体（学生は学校名
と学年）を記入し、〒340-8550
文化観光課へ。郵送の場合は、
封筒に「ふれあい文芸草加 
応募」と朱書きして下さい。
メールの場合は、件名を「ふ
れあい文芸草加 応募」とし、
添付ファイルはPDF形式で。
問文化観光課☎922-2968
Ü922-3406

動いても・声が出てもOK！
　親子でリズムにのって楽し
めます。当日直接会場へ。
■会場　miraton
■定員　100人
■持ち物　室内靴

問草加市文化会館
☎931-9325
Ü936-4690 

新田西文化センターで謎解きゲーム18日

草加国際村一番地　国際交流フェスティバル11日

草加市新型コロナワクチンコールセンター
☎0570-666-578 ㊏㊐㊗を含む

午前8時30分～午後5時15分
問い
合わせ

新型コロナワクチン関連情報
重症化リスクが高い人等の春開始接種を実施中8月31日まで 問新型コロナウイルス対策課☎922-1839Ü927-0501問新型コロナウイルス対策課☎922-1839Ü927-0501

▲最新情報

【写真】気象庁「東京駅前の焼け跡、日本橋方面」
（https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/1923_09_01_kantoujishin/album.html）を加工して作成

8月5日㈯午後1時30分～3時

市民の総合文芸誌 8月21日㈪午後7時～8時30分

7月28日㈮午前11時～11時40分
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▲詳細・申し込み
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市の人口　令和5年6月1日現在　25万1158人（男12万6608人・女12万4550人）/前月比9人減/世帯数12万4141世帯


